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Abstract 
To investigate in detail the influences of running mode in urban areas and atmospheric condi-
tion on the fuel consumption of automobile， the authers have made the some theoretical considera-
tions and calculation on that， and then measured experimentally the amount of derivery ratio， fuel 
flow by changing the pressure and temperature in testing room. 
As a result， itis found that the fuel consumption was principally due to the condition of 
running mode and that theoretical results on the influences of atmospheric condition correspond 




























いま，機関に吸込まれる任意状態の空気 (Gαjα，P耐 Ta)と基準状態 (G耐「αO，Pα0，T，α0)の
空気によって生ずるベンチュリ一部の負庄 (L1P的 L1Pao)は
L1Pa/L1PaO = (包:?)2(与)(急r (1 ) 
となる。なお，定常流実験によるとベンチュリ一部の流量係数 (Cα-ω および燃料ジェットの
流量係数 (Cf)は一定とならず， レィノルズ数 (Re)の関数として，
Cα0・EaO αR品 ().ia rαG川γ
-Ca'Ea aR子二¥l，.laO 百 万-;:J (2 ) 
Cf (νfO rfO Gf V 
CfO ¥νf rf GfO) 
(3 ) 
で与えられる(図-1参照)。したがって，燃料流量 (Gf)は
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1 、q 、1-2q 、l' 、1-21' . q一幻 ， 、
R _ Ga/Gf (νパ日 (r fO ¥2(1ヲj(liaO ¥日 (r" ¥2(1ヲj (Gω\~..~ (rpO ¥弓
Ro -GαO/GfO -¥νfO) ¥rf) ¥να) ¥ rω) ¥ Gα) ¥ rp) 
(5 ) 
ここにヂは浮子宝油面の設定高さ (h)による負圧の修正係数であり
(， rfh VIν12 (ム， rηfhA2-1'叫/β2.α(但4/川π)1'12VIν/ 
rp = 1日1一一土一| 一11一 l ¥.L t1Pα/ い 75 ・ 4 ・ G~2P ) 
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図 3 燃料混度と燃料流量





















料の動粘性係数(り)，比重量 (rル吸込空気の動粘性係数 (v，) 比重量 (rα)および吸込空気重量
(Gα)に影響するので，燃料流量(Gf)や空燃比 (Ga/Gf)も変動するであろう。なお，空気の動粘
性係数は Sutherlandの実験式から
v" Tαo十107 (Tαyi rαo 一一一一ναo Tα十107 ¥ Tαo ) r" 
Tα/rαO=(Pα/P"o)/(T，α/Tα0) 
で与えられる。これに対し，油類の動粘性係数は Meyerの実験式と同様に，
f1f/μfO = (1+C1 tαo十 C2t~0)/(1十 C1 tα +t~)
で与えられ，比重量に関する実験式として




νf/νfo二 (TfO/Tf)α (9 ) 
を求め(ガソリンの場合 α与5)，この (8)，(9)式を (4)，(5)式に代入すると燃料流量 (Gf)および空
燃比 (G，/Gけに対する大気温度 (Tα)の影響は次のように与えられる。(但し Pα=pα0)
Gf (Tf¥台 (Tαo十107\~q ( T" ¥式市 (Gα¥立 /V¥TL I ~J l'"トー一一一) ・I~" I ・ト~r ".ト~r-q (10) GfO -¥ TfO} ¥ Tα十107} ¥ TαO} ¥ G岬} ¥ヂ。/
( TfO \t~~ (九十107¥市 (T，叫点当j(G，凶廿/仇¥1ι
R/Ro = ¥ y;)' "比四子)・1τr"¥ c:)" ".げ)ユ (日)
しかるに， 吸込空気量 (G，)~こ対する温度 (Tα) の影響は，供試機関の種類にもより，正確に規







但し m=1.1-1.2，n=0.6-0.9である。 したがって (12)式は (13)式において m=1， n = 1 
の場合に相当するので， それを含めて， 吸込空気量 (Gα)は(13)式で与えられるものとすると
(Ga/Gα0=1の場合には m=O，n=O)， (13)， (10)， (11)式から大気温度の影響は
(319) 
926 沢則弘・林;電信
( Tf ¥台 (Tαo十107¥市 ( T" 、LELEt?空ずn一二1/ V ¥I壬
Gf/G叶万r".¥τ司耐 {TLi) 出血 (14) 









0.7)， '().9 10 7a/Tao 
図 5 大気温度と空燃比
を一点鎖線 (Tα(n= 0.75)および Tα(n=O))で併記しである。図によると，実験値は計算値より
も幾分高い{直を示しているが，これは燃料の気化による混合気の温度低下を考慮していないた
めであれ石神氏2)の実験結果から燃料の気化率 (x)に関する実験式 x=O.4(Tα-225)を作り，
任意状態 (T，)における燃料の気化による温度降下ほん)を求め， (15)式における大気温度 (T，J
を補正し，空燃比 (R)を算出すると，Tα(n= 0.75)および Tα(n=O)の曲線は，給気加熱の曲線





7α8 = (1+γ) rαGα8=(1+γ)Gα 
で与えられるので，吸込乾燥空気が (13)式と同様に乾燥空気の分圧の m乗に比例するものと
仮定すると有効空燃比 (R)は
R/Ro = f旦~1 ~_Y ~w~~~~l日号町三P.1也市.山市
l y(1十YoRw/Rα)J ¥ 1十γJ -¥cpJ (16) 
で与えられる。また湿り空気量が (13)式で与えられる場合には (P.α=Pao，Tα=Tα0) 
R/Rハ=f笠旦.-(日:些dιL.J:土旦1F2.ff叶占
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¥ 1'r0) ¥ '1α十107) ¥ Tα0) ¥ P，αo ) ¥九/
(19) 
ι/Gfー ( Tf.Q_ ¥i'!:a. ( _!"土型'i'_V主/土引正当弓盟主 ([>_aQ¥唱す戸 /ψ071五













"'0 、 p p(3+2n) -2(π l)-q ，_ ，3.-2q-2明 (l-p) 、 1
/ Tf ¥弓 !T什 107¥日 /Tn ¥一一可仁訂一一 /PaO ¥一五亡百一一 /ψF五
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研究によると図 8に示すように郊外型 (a)，都市内型 (b)および近郊型 (c)の三種類に大別され









m'jL; m':停止回数)， ε:停止時 図-9 走行模型と記号
(322) 
自動車の走行燃料消費に関する考察 929、
( "A L1vc ¥ 間率，v:速度， α:加速度， r:減速度，<t:速度変動率¥=1/2 ~v:c) ， s:定常走行率， g:重
力定数， f1:ころがり抵抗係数， μ1:空気抵抗係数，A:車体の前面投影面積， ():路面の傾斜，
Uα. 車体の対空気速度， G:車体重量， ψ:L1G/G， L1G:回転部分担当重量，添字 αは加速
状態，rは減速状態，lはアイドリング状態 cは定速運転時の状態を表わす。
(1) 加速度以)および減速度 (r)





二，"--=1十一一一一一一一一一一一一一一一 ・ー =l+C 。(μcosθ十sin()+ f11.A.v~/G) dt 





料消費量の割合は上式から得られる筈である。いま，大道寺氏の研究から ψ= L1 G/G手0.08，
μ=0.01，μz=0.0025を日産セドリックをモデルとしてその諸元表から G=1500kg，A二2.11m2 





1 +c dv/dt ("c 丸+ム
kai =寸百f¥Jkudu=(1+向。)-f (3・3)
であろらわされるものとする。しょがって，dはこの平均値として概略。=8.0s2/mとなり，加
速度 (α。)は α。=1.0 m/s2程度に見積られる。 これに対し，減速時の平均燃料消費量(瓦包)は定
速時燃料消費量(丸)とアイドリング時燃料消費量(ん)との算術平均
kr< = (丸十ム)/2 (3・4)
で与えられるものとする。 さらに，定速時燃料消費量(ム)は同一変速ギヤでは機関回転速度
(車両速度)に比例するものと見倣すならば，速度変動区間 ((l-ß) 九 t~) の半均加速度燃料消費
量(ん)は











r kn" t十kc'tr + k ，'i. tri ，~ ，，' 1-1 F= V I'a't ~a'~.1 'I~CJ. l/~ ~ H1'i， f/ 'b (l-s)+ki.ε| L t"'iート九十t吋 I 
で与えられる。したがって前節の仮定や，次の関係
tαε = vc/αo ， t，乞二 Vc/ro， ん=2ゆりの/α01， ム=2civα/r01 1 
1-cis l行 1-s lr: n-L __~. f1 f _ !; fy ¥ ( 
tc = ・ t - 一一・~= 2cinvσ(1/α01十1/r01) I 1-ci 叫 'σl-rt V
c 
"-'i'" """C¥-L/'-"-Ul j -'-"U1J ) 
1 1_，21'1_， "/Y¥ 1-s lc Jσ= 云~-:2 v~(l/αG十 1/70) ， n2ci(1-ci) (1/α01十1/r01)v 
kc.s・lc I o) 7_ 1 _'-¥ ( 1-j8 lc I ，!_ S' __ _. 1 












+(i; 1 1 (1一向。l ム ε 1 φP 
，--z-m.vc.kc(l/αo十l/ro)}{十 一一+ -j J l ~ ， (1/α01 + l/r01) 丸 1一ε1-ci
(3・13)
で与えられる。したがって，走行パターン (b)の場合には点=0となるので
( 1+ん/kc !-1 I 1" I 1 fy ¥ I ki ε } 
l/F= m'VC.kC1 ~ ， 2一(陥o十占十l/ro)十五'1-=-i'(1/日o十日。)J 
一一i-m' uc .kc(l/α。 +l/r川~ 1-71~'-~--1-':Y-\ ~ ・ .~i 十(丸 1 . I_' ，_ ，^' J (δ) ム ε~çí}J l~ (1/α01十l/r01) J 丸 1ε1-ci)
(3・14)
走行パターン (a)の場合については月=0，ci=O，α01 =r01，占1=0となるので
(l+kdkc (1 ，" 1 ¥， ki e 11/， "/Y¥) l/F=m・v♂ kc~ __-:_~ :1，/ ~C. (十do?-I+ '~~ .♂(1/α。+l/r川
I 2 ¥αo ' ~ rO / κc 1 εj 





























を N=600r.p.m" 定常運転時の燃料消費率を1=18km/ltと仮定し車速(叫)に応じて表 lの
ように見積った。かかる条件のもとに，各因子 (m，ムムム叫など)を m=0，2XlO-4ラ5x10-¥ 
1.0x10-3;ε= 0， 0.1， 0.2; s = 1.0， 0.5， 0; Vr = 5.56， 8.38， 11.1， 13.9， 16.75 m/sのように選ん
で，その場合の平均走行速度 m/s)および子均燃料消費 (Fkm/lt)を計算し代表例につき整
理したのが凶-10である。
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